
27 Soja City Public Relations, 2011.1

万
一
の
地
震
災
害
に
備
え
市

や
警
察
、
消
防
、
自
衛
隊
、
自

主
防
災
組
織
な
ど
２６
団
体
か
ら

約
２
６
０
人
が
参
加
し
１１
月
１４

日
、
常
盤
公
園
で
防
災
訓
練
を

実
施
し
ま
し
た
。

訓
練
は
、
市
内
で
震
度
５
の

地
震
が
発
生
し
、
家
屋
の
倒
壊

や
多
数
の
負
傷
者
が
発
生
し
た

と
の
想
定
。
土
砂
に
埋
も
れ
た

車
両
や
倒
壊
家
屋
か
ら
の
人
の

救
出
、
炊
き
出
し
、
応
急
救
護

処
置
な
ど
の
訓
練
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
昨
年
発
足
し
た
地
元

の
上
三
輪
地
区
自
主
防
災
組
織

は
、
初
期
消
火
や
避
難
な
ど
の

訓
練
に
参
加
し
ま
し
た
。

消
防
や
警
察
な
ど
関
係
車
両

約
３０
台
も
投
入
さ
れ
た
実
戦
的

な
訓
練
を
振
り
返
り
、
消
防
長

は
「
地
震
の
場
合
、
多
様
な
災

害
が
同
時
多
発
的
に
発
生
す
る

た
め
、
消
防
団
や
町
内
会
、
自

主
防
災
組
織
な
ど
の
連
携
が
安

全
・
安
心
の
力
に
な
り
ま
す
」

と
講
評
し
ま
し
た
。

訓
練
終
了
後
に
は
外
国
人
住

民
を
対
象
に
し
た
防
災
教
室
が

開
催
さ
れ
、
ア
ム
ダ
グ
ル
ー
プ

の
的
野
秀
利
代
表
代
行
が
、
災

害
時
の
心
構
え
や
非
常
持
出
袋

の
作
り
方
を
指
導
し
ま
し
た
。

常
盤
公
園
で
防
災
訓
練

万
一
に
備
え
て
の
訓
練

はしご車による建物からの救助 常盤公園の貯水タンクからの給水

救急隊や女性消防団員らによる応急救護措置の訓練消防団員が被災者役の住民を避難誘導

自衛隊による倒壊家屋からの救助

東総社駅付近から総社高校までの国道１８０
号の約９００メートル区間で、歩道と車道を分
離するポストコーン設置や、水路のふたを歩
きやすく滑りにくいものへの交換、路肩の拡
幅などの改修が完了しました。
この改修の原動力は、国土交通省岡山国道
事務所と市の呼び掛けにより平成２０年１１月
以降、地域住民や学校、市、県、警察などを
メンバーとした勉強会でした。メンバーは、
この区間を実際に歩き、歩道の幅や傾斜、段
差など現地点検で得られた課題を把握。安心
して利用できる歩道への改善策を協議してき
ました。その結果をもとに平成２２年１月、歩
道の改修に着手。同年１０月までに一連の工事
が完了しました。大きな事故のリスクを少し
でも下げる取り組みでした。

横転し埋没した車両から人の救助をする消防隊員

初期消火の訓練

ビニール袋を使った炊飯

車道と歩道を分離するように設置されたポストコーン

目の細かいグレーチング
の設置と透水性の舗装がさ
れた歩道

改
善
策
を
み
ん
な
で
考
え
、
ポ
ス
ト
コ
ー
ン
の
設
置
や

透
水
性
の
舗
装
な
ど
を
実
施
し
た
。

国
道
１
８
０
号
で
歩
道
の
改
修

歩
き
や
す
い
歩
道
へ

安
全
・
安
心
写
真
特
集
　
防
災
訓
練
と
国
道
の
歩
道
改
修
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